
災害コンセンサスゲーム 

コンセンサスとは「合意」のこと。コンセンサスゲームでは、参加者は自分の意見を安易に妥協せず、また、多数決に頼らず

話し合いで合意に至る必要があります。このメカニクスを用いて災害時の共助活動を考える防災教材「わがまちの災害活動」と

「わがまちの避難所運営」を作成しました。具体的な意思統一ツールの他、一般的な研修教材としてお使いください。 

推奨活用場面 

意思統一ツールとして 

・自主防災組織結成時 ・地区防災計画や防災マニュアル作成時 ・避難所運営マニュアル作成時 

研修教材として 

・ビジネス研修 ・レクリエーション ・防災ワークショップ ・防災学習 

進め方（６人程度のグループに分かれて実施）  

１．まずは個人で順位をつける 

２．次にグループ内で話し合い、グループとしての順位をつける 

３．グループごとに、決めた順位とその理由を発表する 

４．全体で話し合い、全体としての順位を決定する 

意思統一ツールとして用いる場合の考え方 

・どうしても優先順位をつけられなかった項目は、現実の対応では同時並行で取り組むべき事項です。それらの項目については

同時並行を可能にするマニュアル作りが必要であると考えます。 

・模範解答は設けていませんが、作成者としては「災害活動」では「火有」、「避難所運営」では「組織」が１位と考えています。 

研修教材として用いる場合の採点方法 

各項目の全体決定順位から、それぞれグループ回答順位および個人回答順位を引いていく 

例：全体６位－グループ（個人）10位＝－４（絶対値４）→全ての絶対値を合計し最も小さいグループ（個人）が１位 

個人戦では点数が最も大きい人を特別賞（自分の考えを柔軟に変えた人）とする 

 

 



 

あなたは地域
ち い き

の自主防災組織
じしゅぼうさいそしき

のメンバーです。 ある日
ひ

、巨大地震
きょだいじしん

が発生
はっせい

しました！ あなたはしっかり準備
じゅんび

していたおかげで

自宅
じ た く

に被害
ひ が い

は無
な

く家族
か ぞ く

も無事
ぶ じ

だったので、災害活動
さいがいかつどう

をおこなうべく家
いえ

を出
で

ようとしています。 

これからおこなう以下
い か

の活動
かつどう

を、優先
ゆうせん

すべきと思
おも

う順番
じゅんばん

に並
なら

べてください。 なお、津波
つ な み

の心配
しんぱい

はありません。 

１．まずは個人
こ じ ん

で順位
じゅんい

をつけ、それぞれの略語
りゃくご

で記入
きにゅう

してください。 

２．次
つぎ

にグループで話
はな

し合い、多数決
たすうけつ

に頼
たよ

らず意見
い け ん

をまとめ、グループとしての順位
じゅんい

をつけてください。 

３．グループごとに、決
き

めた順位
じゅんい

とその理由
り ゆ う

を発表
はっぴょう

してください。 

４．全体
ぜんたい

で話
はな

し合
あ

い、多数決
たすうけつ

に頼
たよ

らず意見
い け ん

をまとめ、全体
ぜんたい

としての順位
じゅんい

を決定
けってい

してください。 

巨大地震発生時
きょだいじしんはっせいじ

の災害活動
さいがいかつどう

 略語
りゃくご

  順位
じゅんい

 個人
こ じ ん

 ⇒ グループ ⇒ 全体
ぜんたい

 

玄関
げんかん

が歪
ゆが

んで出
で

られない親
した

しいお婆
ばあ

さんの救 出
きゅうしゅつ

（けが無
なし

） お婆
お ば あ

  １      

挨拶
あいさつ

を交
か

わしたこともない近所
きんじょ

の人
ひと

の救 出
きゅうしゅつ

（けが無
なし

） 挨拶
あいさつ

  ２      

要援護者
ようえんごしゃ

リストに載
の

っている人
ひと

たちの安否確認
あんぴかくにん

 要援
ようえん

  ３      

地域
ち い き

にある高齢者施設
こうれいしゃしせつ

の支援
し え ん

 高齢
こうれい

  ４      

地域
ち い き

にある乳幼児施設
にゅうようじしせつ

の支援
し え ん

 幼児
よ う じ

  ５      

隣
となり

の県
けん

に住
す

んでいる親族
しんぞく

の安否確認
あんぴかくにん

 親族
しんぞく

  ６      

自主防災組織運営本部
じしゅぼうさいそしきうんえいほんぶ

の立
た

ち上
あ

げ 本部
ほ ん ぶ

  ７      

避難所
ひなんしょ

の開設
かいせつ

（小学校体育館
しょうがっこうたいいくかん

） 避所
ひ し ょ

  ８      

ご近所
きんじょ

の火事
か じ

の消火
しょうか

（家人在宅不明
かじんざいたくふめい

・隣家
り ん か

への延焼危険有
えんしょうきけんあり

） 火有
ひ あ り

  ９      

ご近所
きんじょ

の火事
か じ

の消火
しょうか

（家人外出中
かじんがいしゅつちゅう

・隣家
り ん か

への延焼危険無
えんしょうきけんなし

） 火無
ひ な し

  10      

足
あし

から出血
しゅっけつ

して動
うご

けない通行人
つうこうにん

の応急処置
おうきゅうしょち

 出 血
しゅっけつ

  11      

足
あし

を骨折
こっせつ

して動
うご

けないご近所
きんじょ

さんの応急処置
おうきゅうしょち

 骨折
こっせつ

  12      
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ある日
ひ

、大災害
だいさいがい

が発生
はっせい

しました！ あなたの家
いえ

は住
す

めなくなってしまったので、少
すく

なくとも数週間
すうしゅうかん

は避難所
ひなんしょ

で生活
せいかつ

しなければ

なりません。これから他
ほか

の避難者
ひなんしゃ

たちと協 力
きょうりょく

して避難所
ひなんしょ

を運営
うんえい

していく中で、以下
い か

の項目
こうもく

を、より大切
たいせつ

なことだと思
おも

う順番
じゅんばん

に並
なら

べてください。 

１．まずは個人
こ じ ん

で順位
じゅんい

をつけ、それぞれの略語
りゃくご

で記入
きにゅう

してください。 

２．次
つぎ

にグループで話
はな

し合い、多数決
たすうけつ

に頼
たよ

らず意見
い け ん

をまとめ、グループとしての順位
じゅんい

をつけてください。 

３．グループごとに、決
き

めた順位
じゅんい

とその理由
り ゆ う

を発表
はっぴょう

してください。 

４．全体
ぜんたい

で話
はな

し合
あ

い、多数決
たすうけつ

に頼
たよ

らず意見
い け ん

をまとめ、全体
ぜんたい

としての順位
じゅんい

を決定
けってい

してください。 

避難所運営
ひなんしょうんえい

において大切
たいせつ

なこと 略語
りゃくご

  順位
じゅんい

 個人
こ じ ん

 ⇒ グループ ⇒ 全体
ぜんたい

 

乳幼児
にゅうようじ

や妊婦
に ん ぷ

への配慮
はいりょ

 妊婦
に ん ぷ

  １      

寝
ね

たきり高齢者
こうれいしゃ

や障
しょう

がい者
しゃ

への配慮
はいりょ

 高齢
こうれい

  ２      

重
おも

い持病
じびょう

がある人
ひと

への配慮
はいりょ

 持病
じびょう

  ３      

ペットへの配慮
はいりょ

 動物
どうぶつ

  ４      

エッセンシャルワーク系
けい

ボランティア団体
だんたい

との連携
れんけい

 必須
ひ っ す

  ５      

エンターテインメント系
けい

ボランティア団体
だんたい

との連携
れんけい

 娯楽
ご ら く

  ６      

トイレ対策
たいさく

や感染症予防
かんせんしょうよぼう

などの衛生管理
えいせいかんり

 衛生
えいせい

  ７      

防犯対策
ぼうはんたいさく

や防火対策
ぼうかたいさく

などの身の安全
あんぜん

の確保
か く ほ

 安全
あんぜん

  ８      

避難所運営組織
ひなんしょうんえいそしき

を立
た

ち上
あ

げての規律
き り つ

の確保
か く ほ

 組織
そ し き

  ９      

寝床
ね ど こ

の快適性
かいてきせい

の改善
かいぜん

 寝床
ね ど こ

  10      

食 料
しょくりょう

・物資
ぶ っ し

の公平
こうへい

な分配
ぶんぱい

 公平
こうへい

  11      

在宅避難者
ざいたくひなんしゃ

への食 料
しょくりょう

・物資
ぶ っ し

の分配
ぶんぱい

 在宅
ざいたく
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